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植物におけるセリン生合成経路の新規制御機構 

 

 セリンは、生体においてタンパク質の構成成分としてのみならず、硫黄の代謝、細胞膜を構成するある種

のスフィンゴ脂質や核酸の生合成に重要である。セリンの生合成経路として、カルビン回路や解糖系の中間

体である 3-ホスホグリセリン酸（3-PGA）を初発物質とするリン酸化経路が知られている。リン酸化経路は、シ

ロイヌナズナにおいて高濃度二酸化炭素条件への適応に重要であるほか、オーキシン及び二次代謝産物

であるインドールグルコシノレートの生合成に関わる。従ってリン酸化経路の代謝制御機構を解明すること

は、これらの細胞プロセスにおけるセリンの役割を理解する上で重要である。大腸菌などのバクテリアにおけ

るリン酸化経路では、初発反応を触媒する酵素 3-phosphoglycerate dehydrogenase（PGDH）がセリンによる

協同的な活性阻害を受けて負のフィードバック制御が成立している。 

 今回紹介する２つの論文では、これまで未解明であったいくつかの植物に由来する PGDH アイソザイムの

生化学的特性の解明に取り組み、高等植物に由来する PGDH アイソザイムがセリンによる阻害に加え、ホ

モシステインをはじめとした複数のアミノ酸による活性化を受けることを初めて明らかにした。このことから植

物におけるリン酸化経路の代謝制御機構は大腸菌などのバクテリアとは異なることを提唱するとともに、その

生理学的な役割について議論している。 
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